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1. 問題 
本研究は、現代社会において家族の⼀員（コンパニオン・アニマル：以下 CA）となった

イヌと飼い主の関係性を、Bowlby（1969）が提唱した愛着理論の枠組みから捉え直し、従
来の愛着の「強さ」だけでなく、不安や回避といった愛着の「質（スタイル）」という観点
からその⼼理的機序を解明することを⽬的とした。⼼理学における愛着理論によれば、乳幼
児期に養育者との間で形成された内的作業モデル（IWM）は、その後の対⼈関係における
認知や⾏動のひな型となり、⾃⼰や他者に対する信頼感を規定する。しかし、現代において
愛着の対象はヒトに限定されず、無条件の肯定的関⼼を提供してくれる CA（イヌ）もまた、
個⼈の⼼理的安定を⽀える「安全基地」としての役割を担うようになっている。特に、獣医
療の⾼度化に伴うイヌの⻑寿命化は、飼い主との愛着期間を⻑期化させ、その質的な違いが
飼い主の精神衛⽣や意思決定に及ぼす影響は無視できないものとなっている。そこで本研
究では、Zilcha-Mano ら（2011）のモデルを基に、⽇本の飼育環境に適した「対⽝愛着スタ
イル尺度（DAQ）」を作成・検証し、対⼈愛着の内的作業モデルが対⽝関係へどのように投
影・変容されるのかを、「⼀致説」と「補填説」の両⾯から検討した。 
 
2. 研究１ 

まず、研究 1 では⼀般成⼈ 2,905 名を対象に、⼀般他者を想定した愛着スタイル尺度（中
尾・加藤, 2004）得点が CA（イヌ）の飼育有無に与える影響を調査した。分析の結果、対
⼈関係において「⾒捨てられ不安」が⾼く「親密性の回避」が低い者ほど、有意にイヌを飼
育している確率が⾼いことが⽰された。また、愛着スタイルを「安定型」「とらわれ型」「拒
絶型」「恐れ型」の 4 類型に分類して検討したところ、飼育群には親密さへの希求が⾼い「と
らわれ型」が有意に多く、他者不信が強い「恐れ型」が有意に少ないという特徴が確認され
た。これは、対⼈関係で⼗分な安⼼感を得られない個⼈が、無条件の肯定を提供してくれる
イヌを安全基地の代替として選択しているという、⾏動レベルでの「補填説」を⽀持する知
⾒となった。 
 
3. 研究 2 
続く研究 2では、イヌの飼育者 273 名を対象に、新尺度であるDAQおよび既存の愛着強

度尺度である LAPS（Johnson et al., 1992；安藤, 1999）の構造検証を⾏った。DAQの因⼦
分析では、先⾏研究と同様に「不安」と「回避」の 2 因⼦構造が抽出され、良好な適合度と
信頼性が確認された。同時に実施した LAPS の探索的因⼦分析においては、原版の 3 因⼦
構造は再現されず、CA（イヌ）に過度な役割を期待し執着する「希求」と、CA（イヌ）を
ありのまま認める「受容」の 2 因⼦構造が本対象者において妥当であることが⽰された。基
準関連妥当性の検討においては、ペットへの愛着尺度（⾦児, 2006）の依存的愛着項⽬を使
⽤し、各尺度間の相関を分析した。その結果、DAQの「不安」は「希求」や依存的愛着と
強い正の相関を⽰したが、DAQの「回避」は依存的愛着と有意な相関を⽰さなかった。こ
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のことから、対⽝関係における「情緒的距離（回避）」は単純な「依存の⽋如」とは異なる
独⾃の概念であり、DAQ が愛着の質を捉えるツールとして有効であることが証明された。 
 
4. 研究 3 

研究 3 では、対⼈愛着と対⽝愛着の関連性、および愛着スタイルが具体的な飼育⾏動や
意思決定に及ぼす影響を検討した。その結果、対⼈「安定型」の者は対⽝でも「安定型」を
⽰すという「⼀致説」が基本にありつつも、同居⼈数が少なく社会的サポートが乏しい環境
下では、対⼈スタイルにかかわらず CA（イヌ）への依存や希求が⾼まるという「補填説」
の側⾯も同時に確認された。また、具体的な飼育⾏動との関連では、散歩や給餌といった⽇
常的な飼育⾏動の「量」にはスタイル間の差は⾒られなかった。しかし、不確実性を伴う医
療判断（ワクチンの種類選択）においては顕著な差が認められ、不安傾向の⾼い「恐れ型」
はリスク回避のために多種混合ワクチンを選択し、情緒的距離を置く「拒絶型」は最低限の
種類を選択するという有意な偏りが⽰された。これは、愛着スタイルが表層的な⾏動よりも、
深層のリスク評価や意思決定プロセスに強く影響することを⽰唆している。 
 
5. 総合考察 

以上の各研究結果を統合した総合考察として、本研究は、対⽝愛着が飼育者の対⼈関係に
おける内的作業モデルを基盤としつつも、周囲の環境要因や個⼈の⼼理的ニーズに応じて
補完的に機能する動的なプロセスであることを明らかにした。「⼀致説」と「補填説」は排
他的なものではなく共存しており、社会的孤⽴などの状況下ではイヌが⼼理的な安全基地
として機能する重層的な構造が確認された。また、従来の愛着の強さ（LAPSの希求）が「不
安型愛着」と密接に関連していた事実は、過度な執着が将来的なペットロス等のリスクを内
包している可能性を⽰している。本研究で作成されたDAQは、飼い主の意思決定や⼼理状
態を精緻に捉える枠組みを提供し、動物医療現場でのコミュニケーション向上や、飼い主の
タイプに応じた適切な飼育教育の実施など、⼈とイヌが共⽣する社会における双⽅のウェ
ルビーイングを維持するための重要な⼼理学的基盤を提供するものである。 
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